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コンプライアンスの徹底と
　　　　　　　　政治倫理条例の順守を

　関西電力は、金品受領問題の対応策として外部の専門家
によるコンプライアンス委員会を設置しており、今回、同
委員会が監査委員会から追加で指摘を受けた事案の詳細な
調査結果が委員会より発表された。高浜町議会として、全
員協議会を開き、関西電力より本報告書の説明を受けた。
　今回の報告は、高浜発電所に関係する高浜町内土木工事
の発注や契約業務において、以下の３事案について不適切
な取引があったとする報告であった。

　報告書は、これら３事案のコンプライアンス違反や利益
供与の疑義について指摘している。この背景に元町幹部や
当時の議員の影響があったとされている。問題点として、

原
油
価
格・物
価
高
騰
対
策
に
関
わ
る
支
援

事
業
に
議
論
集
中
！

委員会修正案で可決（減額修正）
　6月補正予算新規事業に「原油価格・物価価格高騰対策に係る支援事業」として
3778万円計上された。内容は農業者や漁業者に対し、肥料や燃料高騰の一部を助
成、または民宿改修における資材高騰が見込まれるための補助メニューである。

　予算委員会終了後、議員間自由討議の中で、特に議論が集中したのは③の宿泊施設改修等
支援事業補助金だ。メニューの概要や創設された経緯等、不明瞭な点もあり、再度理事者側
に説明を求めた。
　理事者側の説明としては、県の補助メニューでは、補助枠が埋まっており、商工会にヒア
リングをした上で、こちらの支援事業が創設された。

　結果、予算委員会より③の部分である2千万円の減額修正を含めた採択がなされ、賛成多
数で採択された。
　本会議では、賛成：反対　同数となり（P4参照）、議長採決で修正案を盛り込んだ予算が可
決されることとなった。高浜町議会で、予算の修正案が可決するのは初めてのことである。

大規模園芸施設支援
農業者ほか
手数料

100万円×5施設＝500万円
10aあたり3千円×300ha＝900万円
108万円

概 　 要

燃料、電気、肥料、農薬、梱包資材など補助対象
1400万円予 算 額

①農業肥料等高騰対策緊急支援事業補助金

燃料補助対象
270万円予 算 額

②漁業燃料高騰対策緊急支援事業補助金

1ℓあたり15円の補助18万ℓ×15円＝270万円概 　 要

事業費　750万円に対し補助率2/3最大500万円を補助
　　　　500万円×4件＝2000万円概 　 要

旅館・民宿の改修費補助対象
2000万円予 算 額

③宿泊施設改修等支援事業補助金

報告内容の真偽以前に、前町長時代の町幹部や議会議員、
有力事業者等が疑惑の当事者として公表報道されたことは
高浜町にとっても不名誉であり残念なことである。
　公職にある私たち議員は、誰からも疑念をもたれないよ
うに政治倫理条例を順守することは勿論、より町民に信頼
されるよう議員一人一人が研鑽を積み清廉潔白に努めなけ
ればならない。　　
　今後は、議会として倫理条例遵守の徹底研修を行なう。
また、一層のコンプライアンスの順守と、信頼回復に取り
組むよう、関西電力の動向を注視していく。①町指名業者である土木業者の土砂処分額の妥当性について

②土地賃貸料の妥当性について
③元町議会議員が経営する貸倉庫の高額な賃貸料と賃借料減
　額補填策の妥当性について

第3セクター経営状況報告
　令和3年度末での累積赤字は1億3402万1930円となり、債務超過額についても6102万1930円となっており、前年
度に引き続き非常に厳しい経営状況であると報告を受けた。
　今後は、民間主導による経営移行の実現に向け、令和5年度中の実現を目指し調整を進めるものとし、民間移行に向け
た課題として国・県の補助制度上の制限（補助金返還など）をクリアする必要があるため、その手法について北陸農政局や
福井県など関係者と協議を進め、また民間事業者との条件面での合意に向けた協議や、市中銀行への債務整理の手法につ
いて検討を進めるとの事だが、議会としては、第3セクター調査特別委員会を中心に更なる議論が必要である。

■財源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　　　  　　　　　　（コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分）…………………3670万円

（児玉千明）

（松岡茂和）

（松井昭人）

関西電力コンプライアンス（法令順守）委員会調査結果報告を受けて

予算委員会で主に出た意見
　・県にも同様のメニューがあるが、それに比べて補助率が高いのでは。
　・宿泊施設だけでなく、より生活に困窮している方へ幅広く支援すべき。
　・交付金の主旨とズレている。
　・対象が狭く、公平性に欠ける。
　・緊急性があるので早急にすべき。
　・町内業者を使うことによって、いい影響が広がる。　等様々な意見が出された
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●質疑・討論・採決／本会議（議場）で議案に対し議員が質問し（質疑）賛成反対の意思表明（討論）し、最後に可否を決める（採決） ●質疑・討論・採決／本会議（議場）で議案に対し議員が質問し（質疑）賛成反対の意思表明（討論）し、最後に可否を決める（採決）

○…賛成　×…反対　△…棄権　▲…欠席　　※議長等採決に参加しない議員は「／」となります

矢
野
秀
夫 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

上
尾
德
郎 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

井
上
順
也 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

児
玉
千
明 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

矢
野
秀
夫 

議
員

議
案
第
36
号

討
論

陳
情
第
7
号

討
論

賛否が分かれた案件
渡

邊

小

幡

磯

部

井
ノ
元

廣

瀬

上

尾

大

塚

井

上

西

野

児

玉

矢

野

松

岡

河

島

松

井
議決
結果議案番号 議案名 関連

ページ

陳情第3号 賛成多数
採択

P12
13

P5•10
11

陳情第4号 賛成少数
不採択

P12
13

陳情第7号 賛成少数
不採択

P12
13

議案第36号 賛成多数
可決

全会一致で決定した案件
議決結果 関連ページ議案番号 議案名 6

月
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予算案件

条例の制定と改定
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令和４年度一般会計補正予算
（第 1号）委員会修正案

女性トイレの維持及びその
安心安全の確保について

国民の祝日「海の日」を 7月 20日に固
定化する意見書の提出を求める陳情

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策
を求める意見書の提出を求める陳情

女性トイレの維持及びその安心安全の
確保を求める意見書

P12
13

発委第4号 賛成多数
採択

磯
部
武
史 

議
員

矢
野
秀
夫 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

大
塚
ひ
と
み 

議
員

私たちはここが聞きたい!! 一般質問一般質問
●第３セクター等の経営健全化方針の策定
●高浜町公営住宅長寿命化計画

●コロナ禍の町内活力の推進
●町内のヤングケアラーの状況と支援策
●町内の介護施設受け入れ状況と対応策

●人権のまちづくりの推進について
●青郷、内浦地区の地域振興策

●高浜町の一次産業支援

●広域ごみ処理施設運用に向けての課題
●グリーンスローモビリティの運行課題
●ワーケーション事業推進の現状
●災害支援について
●アートでの地域活性化について

●子生川の清掃
●児童通学路のルート変更

詳細はP6~P9
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国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
7
月
20

日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

　
海
の
日
を
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

海
辺
の
町
、
海
に
関
わ
る
産
業
に
目
が
向

け
ら
れ
、
後
継
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
洋
国
家
日
本
の

繁
栄
を
願
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
7
月
は
高
浜
に
と
っ
て
も
海
水
浴
客
に

多
く
来
て
頂
き
た
い
時
期
で
も
有
り
、
お

客
様
に
と
って
は
、３
連
休
の
方
が
嬉
し
い
。

沖
縄
を「
捨
て
石
」に
し
な
い
安
全

保
障
政
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情

　
沖
縄
の
人
々
が
危
険
な
環
境
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
真
摯
に
こ
の
問

題
に
向
き
合
い
た
い
。

　
我
が
国
の
防
衛
は
、
国
民
全
体
で
守
る

も
の
、
沖
縄
だ
け
に
背
負
わ
せ
て
い
る
訳

で
は
な
い
、
国
民
の
多
く
は
沖
縄
県
に
感

謝
し
て
い
る
。

高
浜
町一般
会
計
補
正
予
算（
第
1

号
）委
員
会
修
正
案

　
前
向
き
で
や
る
気
の
有
る
町
民
を
支
援

す
る
の
は
行
政
の
大
き
な
役
割
の一つ
、
町

の
将
来
に
投
資
し
な
け
れ
ば
町
の
発
展
は

望
め
な
い
。

　
旅
館
、
民
宿
改
修
補
助
金
１
件
５
０

０
万
円
の
４
件
分
２
0
0
0
万
円
は
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
と
し
て
、
ま

ず
は
生
活
者
支
援
に
手
当
す
べ
き
。

　
県
の
支
援
事
業
に
な
ら
っ
た
事
業
で
あ

り「
新
し
い
民
宿
の
在
り
方
」を
推
進
。
民

宿
リ
ニュ
ー
ア
ル
へ
の
支
援
の
波
及
効
果
は

大
き
い
。

　
県
内
で一番
民
宿
の
多
い
高
浜
町
に
お

い
て
、
補
助
が
4
件（
実
質
2
件
）と
い
う

も
の
は
、
特
定
的
か
つ
公
平
性
に
欠
け
る
。

質
疑
&
討
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議案第36号 全員賛成
可決 P10・11

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
可決 P12・13

全員賛成
同意

全員反対
不採択 P12・13

全員反対
不採択 P12・13

令和 4年度高浜町一般会計補正予算（第 1号）修正
部分を除いた部分

議案第37号 高浜町災害弔慰金の支給等に関する条例の制定

議案第38号 高浜町固定資産評価審査委員会条例の一部を
改正する条例

議案第39号 高浜町町税条例等の一部を改正する条例

議案第40号 高浜町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例

議案第41号 脇坂公園園地整備工事請負契約

議案第42号 高浜町道路線の認定

議案第43号 農地等高度利用促進事業（担い手育成型）
農地耕作条件改善事業の計画変更

同意第1号 農業委員の任命について 全員賛成同意

陳情第5号 インボイス（適格請求書）制度の中止を求める陳情

陳情第6号 「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの中止を
求める陳情

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × × × × ○ ▲

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ▲

× × × × ○ × × × × × × ○ 　 ▲

× × × × × × × ○ × × × × 　 ▲

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ▲



※建設…建設整備課長　保健…保健福祉課長　防災…防災安全課長　産振…産業振興課長　教育…教育委員会事務局長
　総政…総合政策課長　水道…上下水道課長　住民…住民生活課長　 ●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする7 6

ス
テ
ム
の
整
備
進
化
に
取
り
組
み
、

地
域
全
体
で
助
け
合
い
、
見
守
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。
介

護
保
険
施
設
の
建
設
は
、
建
設
を

予
定
さ
れ
る
事
業
所
等
に
、
支
援

を
十
分
に
し
て
い
く
。

　
　
生
活
不
安
、
将
来
不
安
の
方

　
　
を
、
緑
ヶ
丘
住
宅
の
よ
う
に
、

自
立
し
た
高
齢
者
の
方
用
に
す
る
と

か
、
自
立
は
で
き
る
が
適
度
な
見
守

り
を
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
安
心
す

る
と
い
う
方
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

専
用
住
宅
の
入
居
補
助
を
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
、
町
独
自
の
政
策

と
し
て
は
あ
り
得
る
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
の
心
情
と
か
心
理
を

し
っ
か
り
読
み
取
り
、
適
切
な
町
独

自
の
高
齢
者
の
方
々
へ
の
対
策
を
具

体
化
し
て
い
く
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
町
内
活
力
の
推
進

に
つ
い
て

　
　
今
月
か
ら
は
外
国
人
入
国
者

　
　
が
２
万
人
ま
で
許
容
さ
れ
緩

和
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
各
種
事
業
イ

ベ
ン
ト
も
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

　
　
ナ
時
代
に
入
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト

に
限
ら
ず
、
行
動
変
容
を
起
こ
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
、
町
内
活
力
推

進
の
大
き
な一つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
。

　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
水
道

　
　
料
金
の
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

　
　
ほ
か
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
家
計
支

援
策
と
し
て
水
道
料
金
の
軽
減
を

行
っ
た
事
例
も
あ
り
、
今
後
も
町
の

政
策
と
し
て
は
様
々
な
対
策
に
よ
り

支
援
は
適
宜
必
要
で
あ
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
他
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
今
後

の
経
済
循
環
生
活
支
援
策
、
海
の

開
設
方
針
に
つ
い
て
質
問
）　

◆
町
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状

況
と
支
援
策
に
つ
い
て

　
　
大
人
に
代
わ
っ
て
、
毎
日
の
よ

　
　
う
に
家
族
の
世
話
や
家
事
を

す
る
18
歳
未
満
の
子
供
は
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当

町
の
状
況
、
支
援
策
を
考
え
て
い

　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
　
侵
攻
に
よ
り
、世
界
的
経
済
の

不
安
定
化
で
、食
料
供
給
を
巡
る
リ

ス
ク
が
現
実
化
し
て
い
る
。肥
料
や

飼
料
、
燃
料
、
資
材
は
原
料
の
多
く

を
輸
入
に
依
存
、価
格
高
騰
の
先
行

き
は
見
通
せ
ず
そ
の
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。

　
町
独
自
の
思
い
切
っ
た
大
胆
な

施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
物
価
高
騰
に
対
す
る
農
業
支

　
　
援
策
と
し
て
、
肥
料
・
資
材
・

燃
料
等
の
高
騰
に
対
し
て
の
補
助
。

　
漁
業
者
支
援
と
し
て
、
漁
業
用
燃

油
高
騰
対
策
事
業
。

　
ま
た
、網
、ロ
ー
プ
、餌
な
ど
の
漁

業
資
材
も
検
討
中
で
あ
り
こ
れ
ら
を

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　
　
農
業
分
野
で
は
、県
下
で
も
高

　
　
浜
町
は
条
件
不
利
地
と
考
え

る
、農
地
集
約
が
進
ま
ず
小
規
模
農

家
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
に
よ
り
体
に
負
担
の

係
る
高
齢
化
や
資
機
材
高
騰
を
機

会
で
の
離
農
者
を
防
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
。

　
　
小
規
模
農
家
への
機
械
補
助
や

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
考
え

て
い
る
。

　
例
え
ば
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の

操
縦
に
必
要
な
講
習
会
の
開
催
、
受

講
料
の
補
助
を
計
画
す
る
。

　
費
用
の
軽
減
だ
け
で
は
な
く
、
作

業
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
継
続

意
欲
の
高
ま
る
よ
う
な
、
農
業
従
事

者
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
施
策
を
検
討
し

て
行
く
。

る
か
伺
う
。

　
　
学
校
を
は
じ
め
各
関
係
機
関

　
　
や
団
体
と
連
携
し
、
情
報
共

有
を
密
に
し
な
が
ら
状
況
を
把
握

し
、
事
例
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

迅
速
か
つ
的
確
な
支
援
を
し
て
い

く
。

◆
町
内
の
介
護
施
設
受
け
入
れ
状

況
と
対
応
策
に
つ
い
て

　
　
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
独

　
　
居
老
人
や
老
老
介
護
の
増
加

や
家
族
の
介
護
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
介
護
施
設
の
入
居
を

希
望
す
る
が
定
員
や
費
用
大
で
入

れ
な
い
。
介
護
施
設
の
充
実
に
よ

る
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
計
画
中
の
第
８
期
介
護
保
険

　
　
事
業
計
画
で
は
、医
療
、介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
を一体

的
に
提
供
で
き
る
地
域
包
括
支
援
シ

　
　
県
内
、嶺
北
と
嶺
南
で
は
距
離

　
　
間
が
あ
り
気
候
の
違
い
も
あ

る
。

　
立
地
条
件
の
特
色
を
い
か
し
た

作
物
の
栽
培
や
被
害
、災
害
対
策
を

行
い
自
然
環
境
の
保
全
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
特
産
作
物
の
作
付
け
の

　
　
推
奨
と
し
て
、
助
成
制
度
を
設

け
て
い
る
。

　
遊
休
農
地
の
増
加
を
防
ぐ
手
段

と
し
て
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
新
た

な
作
物
の
取
り
組
む
契
機
と
し
て
、

地
域
の
方
々
の
要
望
に
応
じ
て
、ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
指
導
員
を
派
遣
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

行
く
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
）

　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化

　
　
方
針
の
策
定
経
緯
と
方
針
は
。

　
　
債
務
超
過
法
人
と
な
り
、
総

　
　
務
省
通
知
に
基
づ
き
経
営
健

全
化
方
針
を
策
定
し
方
向
性
と
検

討
状
況
を
公
表
し
た
。

　
方
針
の
具
体
的
な
対
応
は
来
年

度
中
の
民
間
主
導
に
よ
る
経
営
移

行
を
目
指
す
。

　
　
ト
マ
ト
栽
培
事
業
の
現
在
の

　
　
状
況
と
課
題
は
。

　
　
昨
年
度
よ
り
、
各
方
面
か
ら

　
　
栽
培
と
経
営
面
の
指
導
を
受

け
て
経
営
健
全
化
に
取
り
組
み
、
出

荷
量
で
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
が
、
収
益
面
で
は
買
取
価
格
の
低

迷
や
燃
油
価
格
の
高
騰
又
、
人
件

費
率
も
高
く
、赤
字
決
算
で
あ
っ
た
。

今
年
度
は
、
人
件
費
率
を
抑
え
る

体
制
と
な
って
い
る
。

　
民
間
参
入
へ
の
事
業
性
の
確
保
に

向
け
て
、
経
営
改
善
実
績
の
見
え

る
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　
福
井
和
郷
へ
の
職
員
派
遣
は

　
　
地
方
公
務
員
法
に
抵
触
す
る

と
の
議
論
が
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
平
成
31
年
に「
高
浜
町
職
員
民  

　
　
間
企
業
派
遣
研
修
実
施
要
綱
」

を
制
定
し
、
職
員
を
民
間
企
業
へ
派

遣
し
て
い
る
。

　
要
綱
の
定
め
に
よ
り
、
派
遣
研
修

は
職
務
命
令
に
よ
る
研
修
と
し
て
お

り
、
福
井
和
郷
へ
の
職
員
派
遣
は
、

任
命
権
者
か
ら
の
職
務
命
令
で
あ
り

職
務
専
念
義
務
違
反
に
は
該
当
し

な
い
と
確
認
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
経
営
破
綻
状
態
の
第
三
セ
ク

　
　
タ
ー
は
早
期
に
事
業
清
算
を

す
べ
き
と
の
議
論
が
あ
る
。
事
業

清
算
へ
の
検
討
課
題
と
民
間
主
導

に
よ
る
経
営
移
行
へ
の
課
題
は
。

　
　
事
業
清
算
の
事
態
と
な
れ
ば

　
　
各
方
面
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
、
高
浜
町
の
信
用
失
墜
に
繋
が
る

為
、
経
営
改
善
に
注
力
し
事
業
継

続
への
体
制
を
模
索
し
、
民
間
参
入

に
よ
る
事
業
継
続
の
実
現
を
目
指

す
。

　
事
業
清
算
への
検
討
課
題
は
①
補

助
金
の
返
還
②
債
務
整
理
等
各
課

題
の
整
理
③
処
理
方
法
の
検
討
。

　
民
間
移
行
へ
の
課
題
は
、①
補
助

金
返
還
を
生
じ
な
い
移
行
手
法
②

民
間
企
業
と
の
条
件
面
で
の
合
意

③
債
務
整
理
の
手
法
④
町
か
ら
の

整
理
予
算
の
必
要
性
と
金
額
の
見

極
め
⑤
事
業
移
管
が
整
う
ま
で
の
自

主
運
営
体
制
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
と

し
て
の
運
営
課
題
。

　
総
務
省
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
に

よ
る
専
門
家
の
経
営
健
全
へ
の
検
討

参
画
を
始
め
、
弁
護
士
、
農
林
水

産
省
、
北
陸
農
政
局
ま
た
、
福
井

県
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
頂

き
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
、
対
応

策
に
つ
い
て
検
討
し
、
民
間
移
行
へ

の
実
現
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
：
高
浜
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
質
問

ドローン講習会

薬草栽培の様子

脇坂公園からの眺望

アフター、ウィズコロナへの行動変容を
起こしていく

町　長

井上  順也議員井上  順也議員

問問

問

問

問

問

産業振興課長
農、林、水産業の特性に応じた
支援制度を創設

町独自の一次産業支援
が必要では

井ノ元康夫議員井ノ元康夫議員

町長 産振

産振

産振

水道

保健問保健

町長

ウィズコロナの中で事業、
イベントも進めていくべきでは

民間主導の経営移行に向けて、一定の
出口戦略を提示したい

町　長

上尾  德郎議員上尾  德郎議員

問総政問総政

問総務

問総政

いきいきタウン高浜の経営
健全化の基本的な方針は

トマトハウスの内部
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子
生
川
は
土
砂
の
堆
積
に
よ

　
　
り
、
雑
草
が
生
え
て
水
の
流

れ
が
悪
い
。

　
年
一
回
程
度
の
清
掃
を
考
え
て

は
。

　
　
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
　
は
、
災
害
防
止
、
ま
た
河
川

の
適
正
利
用
、
環
境
保
全
な
ど
の

観
点
か
ら
河
川
の
有
す
る
機
能
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
行
う
。

近
年
で
は
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り

河
川
の
川
床
が
高
く
な
る
事
象
が

発
生
し
て
お
り
、
こ
の
土
砂
の
堆

積
に
よ
り
、
雑
木
や
雑
草
の
繁
茂
、

水
位
の
上
昇
や
流
域
面
積
の
現
状

な
ど
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
嶺
南
振
興
局
小
浜
土
木
事
務
所

へ
地
域
か
ら
の
撤
去
の
要
望
を
受

け
て
、
再
三
、
河
川
し
ゅ
ん
せ
つ

の
依
頼
を
し
て
い
た
が
、
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
は
な
か
な
か
実
施
さ
れ

ず
、
今
年
度
も
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
十
月
頃
に
再
度
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
を
発
注
す
る
予
定
。

　
　
総
合
計
画
が
高
浜
和
田
地
区

　
　
中
心
で
青
郷
、
内
浦
地
区
の

地
域
振
興
策
が
見
え
な
い
。　
　

　
急
速
な
高
齢
化
と
人
口
減
で
生

活
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
振
興

の
地
域
間
格
差
が
あ
る
。
当
地
域

の
積
極
的
な
振
興
策
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
は
。

　
　
都
市
計
画
地
域
と
中
山
間
地

　
　
区
の
特
性
の
異
な
る
課
題
が
あ

る
。総
合
計
画
は
町
全
体
の
意
見
を

聞
い
て
実
施
し
て
い
る
。青
郷
地
域

で
は
青
葉
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
や
ハ―

バ

ル
ビ
レ
ッ
ジ
等
、内
浦
地
域
は
ぐ
る
り

ん
バ
ス
運
行
や
日
引
ふ
れ
あ
い
広
場

が
あ
る
。

　

地
元
要
望
の
事
業
最
優
先
は
道

路
整
備
で
あ
る
。町
道
柿
ヶ
渡
線
や

音
海
や
難
波
江
坂
ト
ン
ネ
ル
等
県
事

業
含
め
10
年
で
高
浜
和
田
地
区
を

は
る
か
に
凌
ぐ
２
０
０
億
円
程
投
入

さ
れ
て
い
る
。　　
　

　
　
道
路
で
多
額
の
投
資
が
さ
れ

　
　
て
い
る
が
、原
発
関
連
道
路
が

主
で
住
民
福
祉
や
生
活
振
興
に
直

決
す
る
道
や
五
色
山
公
園
、青
葉
山

観
光
活
用
が
必
要
で
は
。　　
　
　

　
　
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
等
青
葉
山

　
　

麓
活
用
が
あ
れ
ば
支
援
し
た

い
。日
置
交
差
点
混
雑
解
消
の
た
め

南
山
手
線
延
伸
等
、西
方
面
へ
の
道

が
必
要
だ
。

問町長

◆
児
童
通
学
路
の
ル
ー
ト
変
更
に

つ
い
て

　
　
高
浜
地
区（
坂
田
・
湯
谷
、

　
　
西
部
）通
学
路
の
汐
入
り
団

地
前
高
浜
病
院
前
は
交
通
量
が
多

く
、
宇
治
区
か
ら
直
線
で
役
場
裏

の
歩
道
を
利
用
す
る
方
法
を
学
校

と
協
議
し
て
は
。

　
　
教
育
新
庁
裏
の
歩
道
整
備　

　
　
は
、
今
年
度
も
予
算
を
上
げ

て
い
る
。

　
交
差
点
、Ｔ
字
路
、
三
叉
路
の
と

こ
ろ
辺
り
は
歩
道
整
備
を
す
る
予

定
で
あ
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
）

◆
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
運
用
に

向
け
て
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
４
市
町
で
共
同
利
用
す
る
こ

　
　
と
に
な
る
が
、
ご
み
袋
等
の

変
更
は
あ
る
の
か
。

　
　
正
式
に
決
定
す
る
と
、「
そ
の

　
　
他
プ
ラ
」の
紫
色
の
袋
が
な
く

な
り
、
そ
の
他
の
ご
み
分
別
は
変
更

な
く
、
ご
み
分
別
が
幾
分
か
容
易
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ご
み
袋
は
各
市
町
と
も
調
達
方

法
や
、
販
売
方
法
等
様
々
な
違
い
が

あ
り
将
来
的
に
統一さ
れ
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
調
整
に
相
当
の
時
間
を

要
す
る
た
め
今
後
の
検
討
課
題
と
考

え
て
い
る
。
当
面
の
変
更
予
定
は
な

い
。

　
ご
み
分
別
表
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
、

新
施
設
の
稼
動
に
合
わ
せ
配
布
を
行

い
た
い
。

◆
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

（
グ
リ
ス
ロ
）の
運
行
課
題
に
つ
い

て
　
　
実
証
実
験
運
行
が
２
年
目
に

　
　
入
り
、
街
中
で
よ
く
目
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
時
の

利
用
は
好
評
だ
が
、
本
当
に
利
用

し
て
ほ
し
い
方
に
と
っ
て
は
ど
う

か
。
課
題
に
つ
い
て
ど
う
把
握
し
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
課
題
等
を
踏
ま
え
運
行
ル
ー

　
　
ト
や
時
刻
表
に
つ
い
て
大
幅
な

見
直
し
を
図
り
、
新
た
に
ル
ー
ト
上

で
あ
れ
ば
手
挙
げ
方
式
で
乗
り
降
り

で
き
る
運
用
に
運
行
内
容
の
改
善
を

行
っ
て
い
る
。　
併
せ
て
、
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
高
齢
者
の
方
々
に
対

し
各
区
の
サ
ロ
ン
や
元
気
ア
ッ
プ
体

操
な
ど
の
機
会
に
伺
い
、
理
解
活
動

を
行
って
い
る
。

◆
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
推
進
の

現
状
に
つ
い
て

　
　
福
井
県
内
初
の
ワ
ー
ケ
ー    

　
　
シ
ョ
ン
で
の
企
業
連
携
を
ス

タ
ー
ト
し
２
年
が
経
過
し
た
。
着

実
に
関
係
人
口
が
増
え
た
と
感
じ

て
い
る
。
そ
の
経
過
と
現
状
は
。

ま
た
、
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

　
　
令
和
２
年
度
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
延
べ

５
５
５
名
の
参
加
、
令
和
３
年
度
は

庁舎前から出発するグリスロ

子生川の様子

取
り
組
み
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
H
P
に
公
開
し
、
広
報
基
盤

を
整
え
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
２
４
５

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ウ
エ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
置
き
、
高
浜
町
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョン
来
て
、
心
と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、
地
域
活
動
に
参
加
し
な
が

ら
、
繋
が
り
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

※

そ
の
他
、
災
害
支
援
に
つ
い
て（
み

　
ん
な
元
気
に
な
る
ト
イ
レ
の
提　

　
案
）、
ア
ー
ト
で
の
地
域
活
性
化

　
に
つ
い
て
質
問

ウエルビーイング講座のパンフ

問 町長

　
　
今
後
の
人
権
行
政
、人
権
教
育

　
　
の
在
り
方
を
問
う
。

　
　
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の

　
　

体
制
強
化
を
学
校
教
職
員
に

よ
る
人
権
教
育
研
究
会
、企
業
と
人

権
の
会
、町
内
各
種
団
体
で
構
成
す

る
差
別
と
人
権
を
考
え
る
高
浜
町

実
行
委
員
会
、人
権
教
育
に
関
す
る

有
識
者
で
構
成
す
る
人
権
啓
発
推

進
員
ら
が
啓
発
を
行
い
、こ
れ
ら
各

種
団
体
代
表
者
か
ら
な
る
あ
ら
ゆ
る

人
権
侵
害
を
な
く
す
る
審
議
会
と

町
職
員
で
構
成
す
る
人
権
施
策
推

進
本
部
で
人
権
政
策
の
策
定
推
進

を
行
って
い
る
。今
後
も
こ
れ
ら
団
体

に
人
権
擁
護
委
員
や
保
護
司
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
連
携
強
化
し

推
進
す
る
。ま
た
、有
線
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
多
様
な
人
権

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

日置交差点

　
　

人
権
施
策
推
進
本
部
が
役
場

　
　
各
課
事
務
事
業
の
人
権
課
題

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
内
容
は
。

　
　
総
合
政
策
課
は
赤
ふ
ん
バ
ス
の

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
、総
務
課

は
庁
舎
や
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
介
助
。防
災
安
全
課
は
災
害
時

要
支
援
者
へ
の
避
難
所
で
の
生
活
配

慮
等
、産
業
振
興
課
は
観
光
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
多
言
語
化
、建

設
整
備
課
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
、税
務
課
は
税
の
公
平
確
保
、保

健
福
祉
課
は
虐
待
防
止
、高
齢
者
生

活
支
援
、障
が
い
者
社
会
参
加
等
を

実
施
し
て
お
り
、全
庁
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

福井県管理の河川であるため
福井県と協議する

建設整備課

廣瀬とし子議員廣瀬とし子議員

問

問

町　長
中山間地域で道路整備を
最優先に取り組む

青郷・内浦地区の
地域振興策は

松岡  茂和議員松岡  茂和議員

住民

総政

建設

問住民

問住民

建設

子生川の清掃はしないのか

カロリーの高い「その他プラ」を
可燃ごみとして焼却する方向で検討

住民生活課長

大塚ひとみ議員大塚ひとみ議員

問

問

総政 問

広域ごみ処理新施設では
分別要領が変わるのか



●予算決算委員会／予算議案、決算議案に関する事項を審査する常任委員会11 10第 151 号

◇
６
月
13
日（
月
）

　
６
月
15
日（
水
）

■
議
案
第
36
号　
令
和
４
年
度

　
高
浜
町一般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

【
総
務
費
】

高
浜
ま
ち
づ
く
り
事
業　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
補
助
金

5
1
8
0
万
円

　
事
業
内
容
は
立
石
、
畑
、
中
寄
の
３
区

合
同
の
集
会
所
建
設
に
5
0
0
0
万
円
、

中
町
区
の
集
会
所
改
修
に
1
8
0
万
円
の

補
助
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
３
区
合
わ
せ
て
集
会
所
を
作
る
理
由

は
何
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
集
会
所
は
築
30
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
を
見
据
え
３
区
の
合
意
の
も
と

提
案
書
と
い
う
形
で
要
望
が
あ
り
補
助
金
を

交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
1
0
0
世
帯
以
上
の
場
合
上
限

5
0
0
0
万
円
、
50
か
ら
1
0
0
世
帯
で
上

限
4
0
0
0
万
円
、
50
世
帯
未
満
で
上
限

予
算
決
算

宿
泊
施
設
改
修
補
助
を
減
額
修
正

常
任
委
員
会
報
告

委
員
長 

磯
部
武
史

3
0
0
0
万
円
の
補
助
で
、
宝
く
じ
関
係
の

補
助
金
が
付
く
と
い
う
こ
と
も
条
件
と
な
る
。

　
　
す
で
に
集
会
所
の
改
修
等
を
行
っ
て
い

る
区
で
は
積
み
立
て
を
行
う
な
ど
負
担
も
大

き
か
っ
た
。
今
回
87
・
5
％
と
い
う
補
助
率

が
高
く
不
公
平
感
が
あ
る
。

　
今
後
こ
う
言
う
形
で
進
め
る
な
ら
、
し
っ

か
り
と
し
た
補
助
要
綱
を
定
め
公
平
で
納

得
の
い
く
よ
う
な
制
度
に
す
べ
き
。

　
地
方
自
治
法
第
2
6
0
条
の
２
の
規
定

と
は
何
か
。

　
　
予
算
が
通
っ
た
段
階
で
合
同
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
補
助
金
の
交
付
要

綱
を
策
定
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
。

自
治
法
2
6
0
条
の
２
は
、
地
縁
団
体
と
い

う
認
可
を
取
って
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

【
商
工
費
】

観
光
振
興
事
業　

宿
泊
施
設
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金

2
0
0
0
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
3
6
7
0
万
円
の
う
ち
、

宿
泊
施
設
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金

2
0
0
0
万
円
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し

た
。

　
旅
館
、
民
宿
の
改
修
費　
7
5
0
万
円

に
対
し
補
助
率
３
分
の
２
、
最
大
5
0
0
万

円
の
補
助
４
件
分
で
あ
る
。

　
　
財
源
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
な
ど
物
価
高
騰
対

応
分
と
い
う
こ
と
で
民
宿
改
修
と
い
う
費

用
に
使
う
こ
と
は
住
民
か
ら
見
る
と
不
公

平
感
が
あ
る
。

　
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
に
期
待
す
る
改
修
と
い
う
が
、
ま
だ
２

年
先
で
あ
り
緊
急
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
も
あ

る
が
ガ
ソ
リ
ン
代
や
食
料
品
の
値
上
が
り
で

多
く
の
方
が
困
っ
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
の
改
修
補
助
は
財
源
組
替
を

行
い
別
枠
の
財
源
に
し
、
今
回
の
財
源
は
生

活
困
窮
者
な
ど
困
っ
て
い
る
方
に
充
て
る
べ

き
。

　
　
宿
泊
施
設
の
改
修
に
か
か
る
県
の
補
助

制
度
が
あ
り
、
そ
の
枠
に
入
れ
な
か
っ
た
事

業
者
さ
ん
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

来
年
度
ま
で
順
番
待
ち
と
な
る
と
物
価
上
昇

も
激
し
い
な
か
、
商
工
会
と
も
協
議
し
補
正

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
が
可
能
な
事
業

に
、
宿
泊
事
業
者
も
含
ま
れ
て
お
り
妥
当
で

あ
る
。

【
土
木
費
】

宮
ノ
内
線
道
路
改
良
事
業　
佐
伎
治
踏
切

改
良
協
定
に
基
づ
く
業
務
委
託
料　

1
4
8
4
万
5
0
0
0
円

　
　
令
和
５
年
度
に
工
事
予
定
だ
が
近
隣

の
南
区
に
説
明
は
済
ん
で
い
る
の
か
。
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
交
通
量
も
多
く
影
響
が
出

る
。

　
踏
切
内
に
融
雪
装
置
は
設
置
す
る
の
か
。

　
　
予
算
が
議
決
さ
れ
れ
ば
準
備
に
か
か
る

予
定
で
、
J
R
と
７
月
く
ら
い
に
協
定
を
結

び
、
そ
の
後
秋
く
ら
い
に
地
元
説
明
や
工
事

看
板
の
設
置
等
で
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
度
の
工
事
期
間
に
は
約
５
か
月

間
完
全
通
行
止
め
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
融
雪
装
置
は
、
電
気
を
使
っ
た
方
式
が
あ

り
検
討
中
で
あ
る
。

【
教
育
費
】

人
件
費　
文
化
会
館
館
長
報
酬

2
3
0
万
7
0
0
0
円
減
額

　
　
文
化
会
館
、
図
書
館
、
資
料
館
は
専

門
性
を
持
っ
た
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

館
長
は
あ
る
程
度
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

　
　
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
館
長
と
い
う

こ
と
も
理
解
で
き
る
が
、
高
浜
町
の
文
化
に

つ
い
て
専
門
的
な
意
見
や
町
民
の
意
見
な
ど

力
を
借
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く

と
い
う
点
で
は
行
政
か
ら
の
館
長
も
あ
る
の

か
な
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他

■
報
告
第
１
号　

　
令
和
３
年
度
高
浜
町一般
会
計
予
算

継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

■
報
告
第
２
号　

　
令
和
３
年
度
高
浜
町一般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

■
報
告
第
３
号　

　
令
和
３
年
度
高
浜
町一般
会
計
予
算

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告

■
報
告
第
４
号　

　
株
式
会
社「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
高
浜
」

の
経
営
状
況
報
告

以
上
４
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

QQ

Q

Q

Q

A

AAA

A

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
） 佐伎治神社前踏切

議
員
間
自
由
討
議

　
宿
泊
施
設
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金

2
0
0
0
万
円
に
つ
い
て
議
論
が
集
中

し
た
た
め
、
議
員
間
自
由
討
議
を
行
っ

た
。

●
や
は
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
、
コ
ロ
ナ

　
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応

　
分
と
い
う
こ
と
で
民
宿
改
修
と
い
う
費
用

　
に
充
て
る
こ
と
は
住
民
か
ら
見
る
と
不
公

　
平
感
が
あ
る
。

●
新
幹
線
の
延
伸
は
２
年
先
で
緊
急
性
と
い

　
う
部
分
は
疑
問
が
残
る
。

●
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
も
あ

　
る
が
ガ
ソ
リ
ン
代
や
食
料
品
の
値
上
が
り

　
で
多
く
の
方
が
困
っ
て
い
る
。

●
資
材
の
高
騰
分
に
限
定
し
た
と
い
う
が
、

　
物
価
上
昇
分
以
上
の
額
で
は
な
い
か
。

●
宿
泊
施
設
の
改
修
補
助
は
財
源
組
替
を
行

　
い
別
枠
の
財
源
に
し
、
今
回
の
財
源
は
生

　
活
困
窮
者
な
ど
困
っ
て
い
る
方
に
充
て
る

　
べ
き
。

●
補
助
金
の
要
綱
に
は
、
改
修
工
事
は
地
元

　
の
業
者
に
発
注
す
る
こ
と
と
あ
り
、
宿
泊

　
業
だ
け
で
は
な
く
建
築
、
設
備
関
係
の
事

　
業
者
の
支
え
に
も
な
る
。

【
討
論
は
特
に
な
く
、
賛
成
多
数
で
認
定
】

議
案
第
36
号　

　
令
和
４
年
度
高
浜
町一般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
、
観
光
振
興

事
業　
宿
泊
施
設
改
修
等
支
援
事
業
補

助
金
2
0
0
0
万
円
を
減
額
修
正
す
る

動
議
が
出
さ
れ
、
修
正
案
に
つ
い
て
採

決
を
行
っ
た
。

　
採
決
の
結
果
、
修
正
案
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
た
。

　
宿
泊
施
設
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金

2
0
0
0
万
円
を
除
い
た
原
案
に
つ
い
て

は
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。



●総務産業委員会／総務、産業振興、税務、建設整備、上下水道などの議案を審査する常任委員会13 第 151 号

◇
６
月
１４
日（
火
）

【
条
例
改
正
】

■
高
浜
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
県
内
で
の
制
度
の
制
定
状
況
は
。

　
　
県
内
す
べ
て
が
制
定
済
み
で
あ
る
。
災

害
見
舞
金
は
あ
っ
た
が
、
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

重
度
障
害
な
ど
の
場
合
を
今
回
条
例
で
さ
だ

め
る
事
と
な
っ
た
。

　
　
町
内
に
住
所
が
あ
る
が
、
住
ん
で
い

な
い
方
、
ま
た
仕
事
で
高
浜
に
住
ん
で
い
る

方
は
ど
う
か
。

　
　
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
る
も
の
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
高
浜
町
が
自

然
災
害
法
に
適
用
さ
れ
住
ま
い
が
、
高
浜
町

で
あ
れ
ば
該
当
す
る
。

■
高
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
４
項
の
改
正
で
あ
る
が
、
高
浜
町
火

入
れ
に
関
す
る
条
例
と
は
、
ど
の
よ
う
な
物

総
務
産
業

公
園
管
理
、
運
営
に
質
疑
多
数

常
任
委
員
会
報
告

委
員
長 

井
ノ
元
康
夫

12

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
） 老朽化した機器建設予定場所

QA

QA

QQ A

QA

QA QA

QA

QA

A か
。

　
　
森
林
の
周
囲
１
キ
ロ
範
囲
の
土
地
で
、

森
、
山
の
近
く
で
火
を
つ
け
る
行
為
で
あ
り
、

町
内
の
申
請
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

■
高
浜
町
町
条
例
等
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
に
係
る
課

税
方
式
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
個

人
住
民
税
の
課
税
方
式
を
一
致
さ
せ
る
と

は
。

　
　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税
で
、
課
税
方
式

の
３
方
式
が
あ
る
。

　
総
合
課
税
方
式
と
申
告
分
離
課
税
方
式
、

そ
し
て
申
告
不
要
方
式
が
あ
り
、
現
状
で
は
、

所
得
税
と
個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
総
合
課

税
を
取
り
、
所
得
税
で
課
税
方
式
を
取
っ
て

も
、
住
民
税
で
は
そ
の
方
式
で
は
な
く
、
申

告
不
要
方
式
を
取
る
こ
と
が
可
能
に
な
って
い

る
。

　
今
回
の
所
得
税
の
改
正
に
よ
り
、
所
得
税

で
の
課
税
方
式
を
選
ぶ
と
、
住
民
税
も一緒
の

方
式
に
な
る
事
で
あ
る
。

■
高
浜
町一般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
職
員
の
方
が
、
館
長
を
兼
任
さ
れ
る

事
は
、
資
格
や
経
験
の
面
か
ら
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
専
門
性
の
高
い
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
教
職
員
O
B
が
さ
れ
て
い
た
が
、
総
合

的
に
事
務
な
ど
も
行
い
専
門
性
を
上
げ
な
が

ら
、
他
の
自
治
体
、
民
間
か
ら
多
様
な
採
用

が
出
来
る
よ
う
条
例
改
正
を
行
う
。

■
脇
坂
公
園
園
地
整
備
請
負
契
約
に
つ
い

て
　
　
年
度
を
分
け
て
工
事
発
注
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
国
か
ら
の
予
算
が
単
年
度
で
あ
る
為
、

単
年
度
を
基
本
と
し
て
い
る
。
税
収
や
次
年

度
への
国
庫
補
助
金
等
々
に
つ
い
て
総
合
的
な

事
が
総
枠
と
し
て
確
保
で
き
な
い
と
、
大
き

な
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
単
年

度
予
算
と
し
た
。

　
　
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
と
い
う
人
気
の
あ
る

遊
具
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る

の
か
。
展
望
台
の
草
刈
り
、
石
の
崩
れ
な
ど

の
恐
れ
が
あ
り
、
安
全
対
策
と
、
管
理
は
。

　
　
遊
具
の
管
理
面
に
つ
い
て
は
、
難
し
い

も
の
と
は
感
じ
て
い
な
い
。

　
管
理
組
合
と
操
作
方
法
等
を
確
認
し
な
が

ら
任
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
展
望
台
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
管
理
組
合
に
管
理
し
て
頂
い
て
い
る
が
、

今
後
の
展
望
台
の
活
用
に
地
域
の
皆
さ
ん
と一

緒
に
考
え
て
行
く
。

■
高
浜
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
宅
地
開
発
を
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
考
え
た
開
発
を
進
め
る
よ
う
、
指
導
し

て
い
る
の
か
。

　
　
民
間
の
開
発
業
者
が
宅
地
造
成
す
る
と

き
は
、
内
規
的
に
宅
地
が
ほ
ぼ
宅
地
化
さ
れ

た
と
き
寄
付
を
受
け
れ
ば
、
町
道
路
と
し
て

管
理
す
る
事
と
し
て
い
る
。

■
農
地
等
高
度
利
用
促
進
事
業（
担
い
手

育
成
型
）農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
計
画

変
更
に
つ
い
て

　
　
計
画
変
更
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　
　
２
地
区
の
計
画
変
更
で
あ
り
、
車
持
地

区
で
は
、
当
該
地
は
畑
作
で
、
特
に
整
備
に

必
要
な
場
所
で
は
無
い
事
が
聞
か
れ
協
議
を

行
い
除
外
と
し
た
。

　
岩
神
地
区
で
は
、
調
整
池
の
要
望
が
あ
り

地
元
と
の
協
議
を
重
ね
変
更
し
た
。

【
陳　
情
】

■
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
心
安

全
の
確
保
に
つ
い
て

・
L
G
B
T
の
問
題
か
ら
も
賛
成
す
る
。

・
本
来
女
性
の
性
被
害
を
防
ぐ
事
や
、
差
別

　
的
な
事
も
考
え
賛
成
す
る
。

・
女
性
を
守
る
意
味
で
は
必
要
で
あ
る
。

・
労
働
安
全
衛
生
規
則
で
は
、
労
働
者
が
、

　
常
時
１０
人
が
境
目
に
な
っ
て
い
る
が
、
男

　
女
の
ト
イ
レ
を
分
け
る
事
が
、
出
来
る
企

　
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
趣
旨
と
し
て
は
理

　
解
す
る
。

な
ど
趣
旨
採
択
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

■
国
民
の
祝
日
、
海
の
日
を
７
月
２０
日
に

固
定
化
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て

　
休
日
を
固
定
せ
ず
、
流
動
化
し
た
ほ
う
が
、

現
実
的
で
あ
る
と
考
え
反
対
と
す
る
意
見
が

出
た
。

　
ま
た
、
情
勢
を
見
る
と
、
若
い
方
々
と
か
、

連
休
休
み
を
考
え
る
と
、
固
定
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
反
対
の
意
見
に
対
し
て
政
府
与
党
の
方
が

陳
情
さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
意
見
が
出
さ
れ
。

■「
イ
ン
ボ
イ
ス
適
格
請
求
書
制
度
の
中

止
を
求
め
る
陳
情

　
消
費
税
の
適
格
性
、
制
度
を
高
め
る
施
策

な
の
で
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
必
要
だ
け
れ

ど
も
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
や
、
農
業
な
ど一次
産

業
の
制
度
設
計
を
し
っ
か
り
し
た
上
で
進
め

て
欲
し
い
。

■「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」

の
見
直
し
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

　
ブ
ロッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
と
言
って
田
畑
輪

換
で
水
田
を
や
って
い
た
所
を
畑
作
に
変
え
る

な
ど
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
が
な

く
な
る
ふ
う
な
感
覚
で
あ
る
が
、
他
の
補
助

が
付
く
場
合
も
あ
る
。

■
沖
縄
を
捨
て
石
に
し
な
い
安
全
保
障
政

策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て

　
基
地
問
題
を
日
本
全
体
の
問
題
と
し
て
考

え
る
意
味
で
、一人
ひ
と
り
が
向
き
合
う
べ
き
。

「
国
策
だ
か
ら
必
要
」そ
れ
で
本
当
に
い
い
の

か
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
、
生
活
を
し
て
い
る

人
た
ち
の
事
を
、
国
民
全
体
で
考
え
る
べ
き

と
問
題
提
起
し
て
い
る
。

　
沖
縄
の
皆
さ
ん
に
負
担
、
も
し
く
は
そ
う

い
う
御
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
今
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
な
ど
世
界
情
勢
が
自
国
で
は
守
れ
な
い

状
況
下
で
、
将
来
の
日
本
の
安
全
保
障
を
守

る
観
点
か
ら
も
中
止
、
反
対
と
は
言
え
な
い
。

と
言
う
意
見
が
出
た
。

◇
４
月
２６
日（
火
）

　
委
員
会
終
了
後
、
上
水
道
セ
ン
タ
ー
管
理

棟
、
ろ
過
施
設
、
建
設
予
定
地
の
現
地
視

察
を
行
っ
た
。

　
こ
の
施
設
は
運
用
開
始
か
ら
４０
年
以
上
が

経
過
し
安
心
、
安
全
な
飲
料
水
を
供
給
さ
れ

て
い
る
が
、
建
物
の
耐
震
や
施
設
の
老
朽
化

の
問
題
で
、
新
た
な
場
所
に
建
て
替
え
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
飲
料
水
は
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
日
々
安
定
し
て
供
給
し
て
頂
い
て
い
る

方
々
に
感
謝
し
、
計
画
さ
れ
て
い
る
敷
地
を

確
認
し
て
視
察
を
終
了
し
た
。

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告 海の日 沖縄問題インボイス

女性トイレ水田活用

陳情各内容QRコード
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◇
６
月
１５
日（
水
）

【
陳
　
情
】

■
保
育
所
等
の
最
低
基
準（
職
員
配
置
設

備
の
面
積
基
準
）と
、
保
育
士
の
処
遇
の

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
他
市
町
の
取
り
扱
い
状
況
は
。

　
　
調
査
中
や
継
続
審
査
と
し
た
市
町
が
あ

る
。 厚

生
文
教

陳
情
審
議（
一
件
）及
び
現
地
視
察

常
任
委
員
会
報
告

委
員
長 

廣
瀬
と
し
子

14

QA

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
7
月
22
日（
金
）

高
浜
小
学
校

【
目
　
的
】

　
公
設
公
営
で
提
供
さ
れ
て
い
る
学
校
給
食

に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行
い
、
民
設
民
営
と

の
違
い
を
調
査
す
る
。

【
視
察
報
告
】

　
学
校
栄
養
教
諭
か
ら
給
食
が
出
来
る
ま
で

の
課
程
を
聞
き
、
実
際
に
当
日
の
給
食
を
試

食
し
た
。

　
学
校
給
食
の
食
材
に
は
地
元
食
材
を
積
極

的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
公
営
で
も
民
営

で
も
栄
養
教
諭
の
役
割
は
変
わ
ら
な
い
な
ど

の
説
明
を
う
け
た
。

  　
意
見
交
換
後
、
１
年
生
の
給
食
準
備
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
給
食
当
番
の
児
童

は
給
食
を
て
き
ぱ
き
と
器
に
盛
り
付
け
て
い

き
、
準
備
時
間
内
に
終
わ
ら
す
こ
と
が
出
来

て
い
た
。
視
察
し
た
日
の
献
立
は
、
児
童
に

人
気
の
あ
る
献
立
と
の
こ
と
。

◇
4
月
26
日（
火
）

京
都
府
宮
津
市
ハ
ー
ベ
ス
ト
宮
津
工
場

【
目
　
的
】

　
民
設
民
営
施
設
運
営
状
況
及
び
施
設
概

要
の
説
明
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

で
、「
民
設
民
営
」の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
調
査
す
る
。

【
視
察
報
告
】

　
『
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
豊
か
な
食
生

活
と
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
』を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
給
食
事
業
に
参
入
さ
れ
た
。

　
急
な
事
案
に
迅
速
に
対
応
出
来
る
の
は
魅

力
的
だ
が
、
民
営
で
給
食
事
業
を
行
う
に
は
、

全
て
を
想
定
し
た
規
約
書
や
契
約
書
等
が
重

要
に
な
る
と
感
じ
た
。

  

◇
６
月
１５
日（
水
）

高
浜
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

【
目
　
的
】

　
再
整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
当
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、
現
施
設
の
安
全
対
策
に
対

す
る
現
状
を
調
査
す
る
。

【
視
察
報
告
】

　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
衛
生
管
理

上
の
対
策

　
現
施
設
内
で
出
来
う
る
対
応
を
と
っ
て
い

る
と
説
明
を
受
け
た
。

　
実
際
に
目
で
見
る
事
は
大
切
で
あ
り
、
再

整
備
計
画
を
出
来
る
だ
け
早
く
進
め
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

施
設
面

施
設
面

運
営
面

◇
６
月
１５
日（
水
）

高
浜
町
立
認
定
子
ど
も
園

（
c
o
c
o
k
a
r
a
）

【
目
　
的
】

　
設
立
か
ら
２
ヶ
月
が
経
ち
、
施
設
の
使
い

勝
手
や
園
児
の
様
子
を
確
認
す
る
。

【
視
察
報
告
】

　
園
児
の
様
子
を
見
学
し
た
。新
施
設
と
な
っ

た
が
、
園
児
達
に
戸
惑
う
様
子
は
見
ら
れ
ず
、

旧
施
設
と
変
わ
ら
ず
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て

い
る
と
説
明
を
う
け
た
。

　
視
察
時
間
が
給
食
時
間
中
で
あ
っ
た
た
め
、

給
食
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
園
児

は
丸
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
行
儀
よ
く
食
べて
い

た
。 視

察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

視
察
報
告

高浜小学校の献立

再整備が検討されている学校給食センター

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
再
整
備
検
討
委

員
会
報
告
書
に
対
す
る
委
員
会
調
査

　
令
和
3
年
7
月
27
日
に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
再
整
備
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
報
告
書
が
出
さ
れ
、
執
行
部
側

か
ら
議
会
に
対
し
、
検
討
委
員
会
で
は

「
民
設
民
営
方
式
の
導
入
が
適
切
」と

の
判
断
に
至
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
議
会
は「
民
設
民
営
」

の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、 

当
委
員
会
で
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。 

　
昨
年
１１
月
か
ら
検
討
委
員
会
結
果

報
告
書
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
内
に
お

い
て
関
係
各
所
へ
の
聞
き
取
り
調
査
や

現
地
視
察
、
自
由
討
議
や
意
見
交
換

を
行
っ
た
。 

　
近
々
、
当
委
員
会
で
の
調
査
活
動
で

出
た
意
見
を
ま
と
め
、
委
員
会
報
告

書
と
し
て
提
出
予
定
で
あ
る
。 

●ハーベスト宮津工場
　・敷地面積２４４７.６３㎡
　・建築面積999.37㎡
　・１３００食に対応可能
　・生鮮食品と野菜類は搬入口や処理室が
　　完全に別
　・アレルギー食対応調理室完備
　・調理器具は公設施設と変わらない

※
保
育
士
、
学
校
教
員
等
の
職
員
配
置
に
関

　
す
る
最
低
基
準
、
町
の
子
育
て
環
境
な
ど
調

　
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
た
た　

　
め
、
今
回
の
陳
情
は
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

・
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
調
理
室
完
備

・
国
の
食
品
衛
生
法
上
の
安
全
基
準
を
満

　
た
し
て
お
り
、
公
設
と
同
等
の
基
準
で

　
運
営

・
調
理
員
が
シ
フ
ト
制
で
あ
る
こ
と
や
維　

　
持
管
理
の
面
か
ら
も
調
理
員
専
用
休　

　
憩
室
な
し

・
学
校
栄
養
教
諭
が
献
立
を
作
成

・
食
材
発
注
は
宮
津
市
が
行
って
い
る

・
急
な
事
案
で
も
迅
速
に
対
応
可
能

　
（
長
期
休
業
中
の
学
童
保
育
に
昼
食　

　
弁
当
事
業
を
開
始
）

・
頭
髪
落
下
防
止
キ
ャッ
プ
の
着
用

・
下
処
理
室
と
調
理
室
の
履
物
を
分
け
る

・
野
菜
洗
浄
は
三
層
シ
ン
ク
で
順
番
に
洗
浄

・
肉
魚
類
と
野
菜
類
の
動
線
が
交
わ
ら　

　
な
い
よ
う
に
移
動
経
路
を
固
定

・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
別
テ
ー
ブ
ル
で
調
理

・
食
器
、
食
管
は
洗
浄
後
に
消
毒
保
管
機

　
内
で
管
理

問
題
点

・
肉
魚
類
と
野
菜
類
の
搬
入
口
が
同
じ

・
施
設
全
体
の
床
材
が
は
が
れ
て
い
る

・
食
器
洗
浄
器
の
配
管
が
老
朽
化
に
よ
り

　
水
漏
れ
し
て
い
る

保育士配置基準（最低基準）の推移

昭和23年～
　　昭和42年

昭和44年～
　　  平成9年

昭和43年

平成10年～

30:1

20:1

25:1

20:1

3歳児

30:1

30:1

30:1

4歳児 5歳児
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質
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報
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そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
）

議
会
運
営
委
員
会

高
浜
町
議
会
　
議
員
定
数
の
妥
当
性
検
討

井
上
順
也

委
員
長

◇
3
月
25
日（
木
）

　
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、「
高
浜
町

議
会
の
議
員
定
数
」の
妥
当
性
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

　
全
国
類
似
団
体
及
び
福
井
県
内
の
７
町

の
予
算
と
議
員
定
数
と
の
比
較
や
委
員
会

（
常
任
、
特
別
）数
と
議
員
定
数
に
つ
い
て

比
べ
た
が
顕
著
な
相
関
関
係
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
全
国
町
村
議
長
会
の
議
員
定
数
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
会
の
議
員
定
数
は
、

１
常
任
委
員
会
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
７

〜
８
人
を
基
準
と
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
高
浜
町
の
常
任
委
員
会
は
７
人
、
特

別
委
員
会
は
６
人
が
最
低
人
数
で
あ
り
妥

当
な
議
員
定
数
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、

当
議
会
の
委
員
会
数
は
常
任
、
特
別
委
員

会
を
合
わ
せ
て
８
委
員
会
が
あ
り
、
財
政

規
模
も
令
和
３
年
度
は
、
１
４
０
億
円
を

超
え
る
規
模
で
あ
り
、
慎
重
な
審
議
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
定
数
削
減
に

つ
い
て
区
長
会
等
か
ら
の
議
論
、
要
望
の

声
は
な
く
、
議
会
へ
の
民
意
の
反
映
を
期

待
す
る
も
の
と
考
え
る
。
以
上
の
調
査
、

検
討
結
果
か
ら
現
時
点
に
お
い
て
は
、
現

状
の
定
数
14
人
が
妥
当
と
判
断
す
る
。

　
議
員
定
数
見
直
し
の
方
向
性

　
今
後
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る
と
の

責
務
と
と
も
に
、
議
員
定
数
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
人
口
動
態
、
議
員
の
な
り
手
状

況
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
議
員
定
数
見
直
し

要
望
等
を
注
視
し
、
定
数
の
見
直
し
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た

場
合
は
、
定
数
の
妥
当
性
に
つ
い
て
改
め

て
迅
速
に
検
討
を
行
う
こ
と
を
今
後
の
方

向
性
と
す
る
。

QR

若
狭
広
域
行
政

　        

事
務
組
合
議
会

広
域
ご
み
処
理
施
設
は
い
つ
か
ら
？

ご
み
持
ち
込
み
料
金
の
検
討
状
況 児

玉
　
千
明

代
表
議
員

◇
３
月
25
日（
金
）

　
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
場

（
若
狭
町
上
中
庁
舎
３
階
）

●
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合一般
会
計
補
正

　
予
算

●
令
和
４
年
度
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合

　
一般
会
計
予
算　

●
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
会
計
年
度
任
用

　
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条 

　
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

【
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
】

■
広
域
ご
み
処
理
施
設
お
よ
び
中
継
施
設

　
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
プ
ラ
ン
ト
工
事
は
３
月
末
現
在
31
.
４
％

の
進
捗
状
況
で
、
試
運
転
は
令
和
4
年
度
12

月
頃
か
ら
、
竣
工
は
令
和
５
年
度
４
月
の
見

込
み
で
あ
る
。

■
広
域
斎
場
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
小
浜
市
、
お
お
い
町
、
高
浜
町
の
3
市
町

の
枠
組
み
の
中
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
建

設
候
補
地
の
選
定
を
進
め
な
が
ら
、
令
和
６

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

■
ご
み
持
込
料
金
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

・
検
討
の
方
向
と
し
て

と
い
う
方
向
で
検
討
す
る
。

①
４
市
町
統
一
料
金
と
す
る

②
ご
み
処
理
コ
ス
ト
を
勘
案
し
、
適
正

　
な
料
金
設
定
と
す
る

③
持
ち
込
み
台
数
の
削
減
、
減
量
化
の

　
観
点
か
ら
、
従
来
型
を
基
本
に
無
料

　
区
間
の
あ
り
方
を
含
め
て
検
討
す
る
。

QR…議員定数に関する調査結果

①排出量単純従量型
1　現在の4市町の料金体系（家庭系）

料　
金

排出量
②一定無料（定額）以降重量型

料　
金

排出量

排出量に応じて手数料を負担
【若狭町三方地域】2円/kg

③無料 排出量に関わらず全量無料（税負担）
【おおい町】無料

一定の排出量までは無料（定額）で、一定を
超えれば、排出量に応じて手数料を負担
【小浜市】50kgまで無料、以降50円/10kg
【高浜町】500kgまで500円、以降10円/10kg
※ただし、指定袋の場合は無料

ゴミ持込料金の検討状況について

議会改革調査特別委員会報告 委員長 松 井 昭 人
令和4年6月16日（木）

通年議会PT報告
おおい町通年議会導入

おおい町議会聞き取り調査
①導入経緯　　②議会の結論
③行政の反応

今後の課題

議員活動日数調査

議員報酬PT報告
議員報酬の算出方法

議員活動日数の算出

今後の課題

議員の活動日数調査が必要
共通課題

議員活動日数調査

議員報酬の算定方式の決定

今後活動日数の調査を行い、報酬の算出や通年議会導入に向け、
議論し議会改革を進めていく。

議会モニター募集
9月定例会限定
詳しくはP18参照

今後の取り組み

議事書類のペーパー
レス化 等

右のQRコードから
ご覧いただけます
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６月８日（火） 場所：高浜町役場３ F 議会フロア

議会見学会を開催!
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ト
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ト
ピ
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ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

ト
ピ
ッ
ク
ス

質
疑
討
論・採
決
一
覧

一
般

質

問

委
員
会
報
告

そ

の

他

発
行
日
：
令
和
４
年
７
月
22
日（
金
）

会
議
録
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た

　
高
浜
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
の
取

り
組
み
の一
環
と
し
て
、
会
議
録
を
W
E
B

上
で
誰
で
も
読
め
る
こ
と
の
で
き
る
会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
度
第一回
臨
時
会
以
降
の
会
議

録
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、
順

次
会
議
録
は
追
加
さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

会
議
録
シ
ス
テ
ム
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

　
現
在
、
高
浜
町
議
会
で
は
議

会
及
び
議
員
の
活
動
の
充
実
と

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
議
会
基
本
条
例
の
策
定

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
基
本
条
例
の
素
案
が
出
来
上

が
り
次
第
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
、
そ
れ
ら
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
よ

り
多
く
の
視
点
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
素
案

か
で
き
ま
し
た
ら
、
改
め
て
パ

ブ
コ
メ
の
募
集
を
致
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

高
浜
町
議
会
基

本
条
例
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
予
定
で
す

議会モニター募集要綱：
　・議会モニター（5名程度）
　・9月定例会の本会議、一般質問、委員会等
　 いずれかに傍聴できる方
議会モニターの内容：
　・9月定例会の傍聴を終えての感想をいた
    だきます。
　・9月定例会閉会後、意見交換会を実施します。

議会モニター希望の方は
議会事務局までご連絡ください！

議会事務局：0770-72-7710

議会モニタ
ー

募集!!

高浜町議会
 初挑戦! 高浜町議会では、町民の皆様に身近に

感じていただける開かれた議会づくりに
向け、議会に対する印象や意見をお聞
きし、より良い議会運営を目指すため、
試験的に9月定例会に議会モニター制
度を導入します！

議会主催初!!

■議会図書室
過去の議事録等を閲覧することが
出来ます。

■正副議長室
議長・副議長の執務室です。

■議員控室
本会議前の控室です。
歴代の高浜町議会議長の写真が飾
られています。

■全員協議会室
議員全員で意見交換や討議、議案
の説明等を聞く部屋です。

■議場
議会放送で写っている部屋です。天井が高いため、圧迫感はありません。
見学会では、議員席や議長席にも座ることができます。

見学会はいかがでしたか？

・議会のことを知ることができた
・普段見られないところを見学できた
・町長、議員の毎日の努力にびっくりした
・非常に細かいところまで説明があった
・議場が想像より狭かった
・機会があれば傍聴にも伺いたい
・見学したことで議会を身近に感じる
・議長の椅子が座りやすかった

Q

A

議会を身近に感じてもらうには？

・議員ともっと接触する機会が多くあると
 身近に感じていくと思う
・常に緊張感を持って議会を行うこと
・議会見学会をもっとPR
・見学会や意見交換会などの告知を
 もっと多様な方法で行う
・模擬議会をしてみたい

Q

A

　議会主催では初めての議会見学会を開催し、役場３階の議会フロアにある部屋全てを見学して頂きました。テレビ
でしか見たことがない議場のほかにも、全員協議会室や委員会室なども議員が説明と案内を行いました。
　今後も見学会を随時開催予定ですので、是非ご参加頂き、議会を身近に感じて頂ければ幸いです。

（河島浩彦）

（9月定例
会限定）
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